
山地の草原に生える高さ50-100cmの多年草。雌雄同株。群落をつくらず、単生するのがふつうである。根

は垂直に伸び、径2cmになる。根出葉はふつう花時に生存しない。花は9-11月。頭花は数個がまばらに総
状につくか単生し、直立して咲く。

植生遷移などにより、本種が生育する草原が消失して
いる。2020年版での新規掲載種。

生育地である草原の維持が重要である。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：丸岡道行

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、三木市、多可町、神河町、宍粟市、佐用町、豊岡市、
養父市、朝来市、香美町、丹波篠山市、丹波市

■ 国内分布

本州（岩手県・秋田県以南）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…モリアザミ
環境省ランク… －Cirsium  dipsacolepis  (Maxim.) Matsum.


